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性格 ・ 心理テス トによる証の解析

富山医科薬科大学 和漢薬研究所 漢方診断学部門

○喜多敏明

【目的】誕とは精神 ・身体機能の 歪み を漢方医学独 自の 概念 と理論によ っ て定義 した実用 的

な病態モデルで ある が
， 漢方医学が認識 して いる証 とい うものを現代医学的に解明されて い

る病態メカニ ズムに よっ て理解する こ とが証の 客観化には必 要で ある 。 その 前段階として ，

ス トレッ サーに よる精神機能の 歪みを心理テス トや性格テス トを利用 して客観的に評価 し ，

証の心理的側面との 関係を検討する
一連の研究を行 っ て きたので報告する。

【対象 と方法】対象は随証治療が有効で あっ tc不定愁訴患者 とし ， ある方剤が有 効で あっ た

とい う結果か らその 患者の証 （〜 湯証， 〜 散証）を判定した 。不定愁訴患者で問題 となる精

神機能の 歪 みと，証 の心理的側面 との関 係を検討するため に は不安や抑 うつ だけでな く，他

の 陰性感情や性格特 性にも注 目する必要 がある と考 えた 。 そ こ で ， CMI 健康調 査表の 精神

的愁訴 （不適応 ・不安 ・怒 り ・抑うつ ・過敏 ・恐れ） と，
16PF 人格検査の情感の 性格特性

（打ち解けない 一打ち解 ける）を利用 した 。

【結果】 CMI を利 用した検討 か ら， 加 味逍遥散証 と抑肝散加陳皮半夏 証の心理 的側面に は

過敏や怒りが強 く関 係し ， 恐れや抑うつ との関係は弱い とい うこ とが示 され た。それに 対 し

て ， 柴胡加竜骨牡蛎湯証の心理的側面には恐れや抑うっ が強く関係する ことが示され た。

　16PF 人格検査を利用 した検討か ら，抑肝散加陳皮半夏証 ・柴胡桂枝乾姜湯証 ・荊芥連 翹

湯証の心理的側面に は打ち解けない性格特性 （嫌い な相手が 近づ い て くる こ とを ス トレ ス と

評価 し，回避指向の 対処行動を選択し，嫌悪感情を喚起する）が強く関係し ， 加味逍遥散証 ・

半夏厚朴湯証 ・加味帰脾湯証の 心理的側面には打ち解ける性 格特性 （好 きな相手が離れて い

くこ とをス トレス と評価し ， 接近指向の 対処行動を選択し ， 悲哀感情を喚起する ）が強 く関

係す る こ とが示され た 。

【考察 ・結論1心理状態や性格特性の違いが証の心理的側面 と密接に関係して い る こ とが示

唆され た。今後， 陰性感情やス トレス 過程の 病態メカニ ズム を現代医学的に解明する こ とが ，

証の 心理的側面を客観化する ことに つ ながる もの と期待で きる。
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